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総務民生委員会先進地視察報告

総務民生委員会先進地視察報告を行います。
総務民生委員会は、去る10月31日から11月2日にかけて、北海道大空町、斜里町そして網走市へ行政視察に行ってまいりました。
　初日の大空町では、「新しい高校づくりについて」大空高等学校で視察を行いました。
　大空町には道立女満別高等学校と町立東藻琴高等学校の2つの高校が所在していましたが、定員割れが続き統合されることが決定し、令和3年4月に町立大空高等学校が開校しました。新設校開校に向けて、町民を主体とした高校魅力化プロジェクト検討委員会を立ち上げ、「存続」を目指すのではなく、生徒が行きたいと思う「魅力化」を目指すこととし、自ら路 (みち)を切り拓く「飛行機」を育むといったコンセプトを決定しました。
　これらの結果をもとに、教諭が主体となった推進委員会を設置し、カリキュラムデザインを行い「何を学ぶか」について検討されました。
　開校した大空高校は、運営にも特色があり、民間から隠岐島前高校の高校魅力化に携わったことのある大辻校長を登用されました。定期テストがない、時間割がない、細かい規則がない、固定の担任がいない、体育祭がないといった「ないもの5選」として、生徒ひとり一人が立つその場所から、小さな「選択」と「決断」を繰り返し、じっくりと自分だけの「路」を切り拓く。仲間や先生、地域の方など多くの人との対話を通じ、自分らしい生き方を探すことのできる学校となっています。
　また、塾と交流の場を備えた公設の寮を設置し、道内遠方や北海道以外から40人が入学しています。魅力化事業の財源の確保や加配されている教員を今後どう確保するかなどの課題はありますが、海外留学や産学官協働プロジェクトによる「関係人口創出」政策提言など新たな取り組みも進められています。
　本市における県立高校2校の統廃合する方針であることから、小中学生に選ばれる高校をどう作っていくかについて、市民を巻き込んでの検討が必要であるとともに、現在進められているGO▶GOTSUコンソーシアム、いわゆる高校魅力化の取り組みをしっかり進めることが大事であると感じたところです。
また、大辻校長から地域外県外からの生徒募集のためには、環境の良い寮が必要であり、最初から立派なものを建てるのではなく、空き家、空き物件などを改装して実績を積むことが大事であるとアドバイスもいただきました。そして、地元に残ることを意識した人材育成機関ではなく、「地元の大人が魅力的だったら自ずと地元に戻ってくるもの」と地域の人がどんどん高校に入って関わって欲しいとの言葉が印象的でした。

　　次に、2日目は、斜里町において平成27年3月に開館した新図書館を訪問し、「新図書館建設について」視察しました。
新図書館のコンセプトは、学びの場、憩いの場、交流の場であり、図書館にある「本を読むところ」というイメージからの脱却を意識して運営されていました。建物の設計については、赤ちゃんを連れてくつろげるスペースの確保から、静かに過ごしたい人、おしゃべりをしたい人などゾーニングを意識した配置となって、アイス自販機もあり、何時間でも過ごせるような施設とになっていて、実際に平日昼間であっても多くの利用者がありました。また、預金通帳のような図書館通帳は、図書の貸し出し状況が一目でわかり、貯金をするように印字が増えることで、もっと利用したくなる利用者心理をついたものだと感じたところです。
　説明を聞いて、本市と同じように財政的な理由から建設が遅れていましたが、建設することになってから、町民による検討委員会が発足され、具体的に物事を決めていき、あり方、役割と基本方針、運営・サービス計画、施設整備計画、館内配置計画などが行政と共にしっかりと議論がなされ実現したことがよく分かりました。
　今後、本市の図書館・歴史民俗資料館建設に向けた取り組みに提言できればと感じたところです。

　次に、最終日は網走市において、「デジタルファースト宣言について」と「電子図書館の運営について」視察しました。
　網走市では、DXの推進として、「デジタルファースト宣言」をしました。観光を入口に関係人口を増加させ、人口減少対策へとつなげるとともに、住民サービスを向上させて持続可能な自治体を目指して取り組んでいます。デジタルファースト宣言の最大の効果は、自治体内部においてDX推進の旗印になる点であり、「何のためのDXか」を職員の共通理解促進のツールとして活用される点は非常に大切なポイントだと思いました。宣言をすることで内部はもちろん、外部の協力も得られやすくなっています。Googleとパートナー自治体となり、技術的なサポートを受けながらDXを推進しています。さらに、医療MaaSといった移動型医療サービス運営に向けた動きがあるなど市民向けに最先端技術を活かした取り組みを始めておられました。
　「電子図書館の運営について」は、コロナ禍における読書支援と読書環境の整備を目的に導入されました。インターネットの環境があり、網走市市立図書館の「かしだしカード」所持者が利用することができます。実際に利用体験を行いましたが、簡単に接続でき利便性が非常に高いと感じたところです。
　網走市の取組みについては、今後の本市のスマートシティ江津推進構想のアクションプランを実施する上においても、新図書館建設の実現に向けても大変参考になる事例であったと考えます。
　今回の行政視察は、遠隔地ではありましたが、多くの行政職員の方、学校関係者の方、議会の方々の歓迎を受け、内容も盛りだくさんで充実した3日間を事故なく過ごすことができ、改めて関係者の皆さんに感謝申し上げます。
　以上で総務民生委員会先進地視察報告を終わります。
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